
事務局記入項目

※施設部門・在宅部門の割り振りは、当会にて行いますのでご了承下さい。介護保険法、障害者総合支援法、児童福祉法上の区分けと異なります。

※一次審査が通過した場合はセミファイナル（7月～8月頃）、さらに通過した場合は2023年11月21日（火）甲子園球場（兵庫県西宮市）に参加することが必須条件です。

◆基本情報　

会　　社　　名 株式会社〇〇〇
【 事 業 所 名 】 訪問看護ステーション〇〇

【 事 業 所 住 所 】 岐阜県多治見市〇〇

【 管 理 者 名 】 東海　花子

【 サ ー ビ ス 分 類 】 訪問看護

【 開 設 日 時 】 令和4年9月1日

【 利 用 定 員 】 25人

【 併 設 事 業 】 無

文字数

文字数

文字数

文字数 　

文字数

文字数

文字数500文字（タイトル別）までです。エクセルで文字をいれると右側に自動的に文字数がでます。

文字数

審査基準

【管理NO：　　　　　　　　　　 　　　　　】　

タイトル

※行の挿入や書式・フォント・枠線等は変更しないでください。

１.福祉（介護・障がい
福祉）×〇〇で
　何を実現したいか

年齢や介護を問わず、住み慣れた町でこれまで生活していた資源、例えば、飲食店や生活用品店を利用することで、その人らしい生き方をし続
ける事ができる。と同時に街の活性化につなげ、ただ利用者自身が介護などのサービスを受けるだけではなく、一人の人間として人が集まれる
街づくりに寄与することで地域との繋がりのきっかけややりがいの創出にも繋がる地域や機会を作りたい。

エントリーシート　一次選考（書類審査）

※反社会勢力との関係が有の場合、介護甲子園に参加できません

文字数各200文字までです。エクセルで文字をいれると右側に自動的に文字数がでます。

      【部門：　  施設系　　・　　在宅系　 】　

【福祉（介護・障がい福祉）×〇〇】のビジョンを具体的に記載してください。

１〜６が各１０点、７が２０点の合計８０点満点で審査いたします。

目指す事業所像や写真は採点項目ではありませんが、各採点項目の参考として大変重要な情報になっていますので、しっかりご記入下さい。
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この街に住み続けたいと思える環境づくりは、介護を通じてできる！

地域住民（まちびと）の生きがい支援、地域活性化は、我々の業界が創
る

実際に理念や思いを元に取り組んでいることを、行動だけでなく、数字や実績などの目に見える成果で記入いただくと高得点に繋がる傾向があります。行動と結果が伴う取り組みが共有すべきノウハウとして重要視されます。

独自性の高い画期的な取り組み、今までありそうでなかった、誰もやっていなかった取り組みなど、その事業所ならではの内容が盛り込まれていると高得点に繋がる傾向があります。
留意事項

【反社会勢力との関係】

10%

文字数に関しては、制限までご記入いただいた方が評価につながります。文字数が少ない場合は、それ以上伝える内容がないものと判断されます。

▼取組みを紹介する写真（3枚）を自由に添付してください！

386

福祉（介護・
障がい福祉）

×

　　　　　　　　　　　　　　　　　　福祉（介護・障がい福祉）×〇〇　（20字まで）　　文字数： 5

７.介護甲子園で
伝えたいこと

街の活性化

介護甲子園で伝えたいことを具体的に記載してください

我々は、自社事業を通じて、介護業界が町を活性化し、そして社会保障の枠組みで事業を行っているのではなく、我々自身もそしてサー
ビスを利用している当事者や家族が地域店舗の活性化に繋げていると言われる社会を作って行きたい。特定の市内だけのサービスでな
く、全国の人口減少、少子高齢化に悩む市町村に対してまずは我が町がモデル地区となり、介護が必要になってもこの町ではこれまで歩
んできた人生と変わらない生活が送れる安心と喜びを世間に認知いただくことで、この町に住みたいと思える人々を増やしていきたいと
思う。この事は、結果として、支える支援者が日々訪問したいと思える店舗が生まれ、魅力ある街づくりに繋がる。大切なことは、そこにい
る”人”である。人は、介護を受けるひとも提供する人も関係ない。それぞれがこの街に住み続けたいと思える環境づくりは、介護を通じて
できるということを伝えていきたい。

２.福祉（介護・障がい
福祉）×〇〇を
　なぜ始めたか

【福祉（介護・障がい福祉）×〇〇】始まりのきっかけ、理由を具体的に記載してください。

当事者にならなければ接点や理解する機会が少ない業界である。一方で地方課題として、少子高齢化など町の維持も困難となり、町も自走する
事が難しい世の中である。この事業は、高齢化している町であっても、その町の市民として本来、介護が必要になる前の生活に焦点を充て、地
域に足を運ぶことが地方の課題解決にも繋がる。また、業界関係者がサービスを必要としていない方々に合うことで認知度や求人等にも影響す
ると考えたから。
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【職員数】 ７人

【離職率】

【利用率・入居率】 100%

無

３．成果
　（利用者様・ご家族）

【福祉（介護・障がい福祉）×〇〇】をすることで利用者様やご家族に対し、どのような成果があがったかを具体的に記載してください。

地域の魅力あふれるサービス・店舗等と顔の見える関係を築いたことで外出意欲が生まれ、自身が介護サービスを受けるだけの人ではなく、地
域の活性化に役立つことを自覚することで健康寿命の延伸にも繋がった。また、家族も介護のために家での生活が中心になるのではなく、一緒
に買い物などに出かけることができ、ストレスの軽減にも繋がった。 160

４．成果
　（職員）

【福祉（介護・障がい福祉）×〇〇】をすることで事業所の職員に対し、どのような成果があがったかを具体的に記載してください。

介護＝身体的なケアではなく、介護＝利用者や家族だけのサービスとして捉えるのでもなく、まさに介護サービスを通じて町の活性化に関わって
いる意識を持ったことでこれまでと違ったやりがいが生まれた。また、地域との繋がりを、職員自身も深めることができ、その町で生活することの
楽しみを通じて定住するきっかけにもなった。 152

５．成果
　（地域社会）

【福祉（介護・障がい福祉）×〇〇】をすることで地域社会に対し、どのような成果があがったかを具体的に記載してください。

新しい地域資源などは情報媒体を通じて発信されているが、昔からあるお店などもこの事業を通じて人が集まるようになった。店舗運営の方々も
活気が生まれやりがい創出につながった。また、人が集まることは、他のエリアから足を運んでみたいという動機にも繋がり、町全体の魅力があ
がった。この町で働きたい、この町で事業を起こしたい人が増えたように思える。 167

６.今後の展望

【福祉（介護・障がい福祉）×〇〇】を今後どのように発展させていこうと考えているのかを具体的に記載してください。

この事業モデルを通じて、隣の市町村や他のエリアでも同様に展開していきたい。そのためには、甲子園等の発信の場を広く活用し、まずは業
界の方のみならず、町の運営方針を企画している担当者への発信を行っていきたい。
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※枠内に写真を貼り付けてください。

生まれ育った商店街へ散歩。青春時
代を送った商店街も今は様変わり。

※枠内に写真を貼り付けてください。 ※枠内に写真を貼り付けてください。

商店街の中で唯一当時のままの喫茶
店。かわらず運営しているマスターと昔
話を楽しめるのかなぁ。

新しくできた観光地。なかなか行く機会
がなかったけど、生きている間に行っ
てみたかった。友達にも教えてあげた
いなぁ

※枠内に写真を貼り付けてください。 ※枠内に写真を貼り付けてください。 ※枠内に写真を貼り付けてください。

▼事業所の外観写真を

添付してください！

▼事業所の内観写真を
添付してください！

▼事業所のスタッフ写真を
添付してください！



【アンケート】 ②介護甲子園ガイドブックで取り上げてほしいことはありますか？

①介護甲子園にエントリーした理由は？

※上記の情報は、ガイドブックやHP等に使用させていただきます。宜しくお願い致します。

地方の地域課題はどこも同じである。業界として発信できる機会になると思ったから。

フィードバックを希望する方は、右に●をつけて下さい！　（　　）希望します！　　※別途フィードバック手数料（審査員謝礼）として、２万円（税別）を徴収致します。　※１法人１０事業所まで。

【フィードバック】

街に必要な地域資源特集

※フィードバックの内容は、自社の得点及び得点グラフ（平均点付き）、選考委員２名のコメント（３００字程度）となります。

③その他ご要望等、ご自由にご記入ください


